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J.ハイドン　ソナタ 変ホ長調 Hob.ⅩⅥ :49　濱浦 佑美
L.v.ベートーヴェン　ソナタ 第17番 op.31-2　田中 麻衣





　私が 先に 演奏し、卒業生と共に 演奏を勉強する機会として 成功していると思っている。
　自分自身には、毎年 演奏することで、リサイタルプログラムにおける準備と考えておる。













J.ハイドン　ソナタ 変イ長調 Hob.ⅩⅥ :46
F.リスト　バラード 第2番 ロ長調






































■ Programme  
高橋裕（TAKAHASHI Yutaka）／謡 仕舞による「ひふみ神歌」（1997） （英：“Hifumi God 
Song” with dance） 
坂田直樹（SAKATA Naoki）／Phytolith for tenor sax + electronics
寺井尚行（TERAI Naoyuki）／〈賑やかな過去が空間（そら）を凌駕する時間（とき）〉 for 
alto sax and technology （for alto sax and technology）
成本理香（NARIMOTO Rica）／ 987 Plates VI for four-hands 
987 Plates Ⅴ for Piano
Bruno Mantovani／ l’incandescense de la brune for saxopone & piano
Andre Jolivet／Hopi Snake Dance for 2 Pianos 










■ 演奏： Saxophone:磯貝充希 ISOGAI Miki 　Piano:岡田清花 OKADA Kiyoka／藤本海帆 
FUJIMOTO Mizuho／石川泰昭 ISHIKAWA Yasuaki
Dance：榊原文子 SAKAKIBARA Fumiko 





















10:20–11:05／小櫻秀樹 KOZAKURA Hideki／Dance Music Sasha Waltz & Guestsのバレエ公
演と近作、2019年4月に初演されたダンス公演について 
ダンス公演についての詳細：
Pacifico Exercises: Encho // Tanz/Neue Musik
ベルリン市の中心部にあるユニークな劇場にてMIZU初演された。
Sa+So/ 06.+07. April 2019/ 20h
2019.04.06–07 の2晩の公演
Beteiligte:  Mariangela Tinelli, Choreographie und Tanz 
Texte Ferdinand Breil, Elektronik und Komposition

































































　Immer kleiner Adolf Schreiner=G.S.Howard
〈伴奏〉　上田仁（トランペット）
　トランペット協奏曲・変ホ長調 J.B.G. Neruda
　The Magic Trumpet J.F. Burke
　ラッパ吹きの休日 L. Anderson





　Memories Of You「あなたの思い出」 E. Blake=真島俊夫
　コントラバスクラリネットのための


























































































 「めいおんミュージックキャンプ in 飛騨」
 John Psathas作曲　“Kyoto”









 共演　I Gede Oka Artha Negara
 “プトゥリ バンブー”













































































































































































































































































































































































































・3月10日 Bach作曲　Johannes passion バス・ソロ（イエス）　指揮：永井宏、紀尾井ホー
ル（東京）
・4月4日 Mozart作曲　Le nozze di Figaro フィガロ役　指揮：佐藤正治、演出：岩田
達宗、名古屋市東文化小劇場
・4月6日 Mozart作曲　Le nozze di Figaro フィガロ役　指揮：佐藤正治、演出：岩田
達宗、名古屋市東文化小劇場








・6月15日 ボローニャ歌劇場　Verdi作曲Rigoletto 観劇・Desiree Rancatore女史と対談
・7月15日 木下美穂子客員准教授　学科公開講座
・9月28日 めいおんオペラティックコンサート　“シェイクスピア変奏曲”　出演
・10月5日 アンサンブル・ノマド第67回定期演奏会　藤倉大作曲　歌曲集“世界へあ
てた私の手紙”
・11月1日 グランド・オペラ共同制作『カルメン』観劇
・11月3日～11月16日　科研費採択に伴う海外研修
・12月22日 第九ソロ　富山県オーバードホール　指揮：円光寺雅彦　東京交響楽団
【総括】
　まず、専門がオペラである私にとって、今年度は大学業務との兼ね合いからオペラの舞
台への出演を数本辞退しなければならない1年となった。リハーサル期間の短い宗教曲や
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準備の容易なリサイタルなどの演奏活動を主軸に研究を重ねた1年となったが、科研費を
伴う研究課題に関する実地研修ならびに舞台出演が叶わなかったことは残念である。
　特筆すべき演奏活動としては、紀尾井ホール（東京）で行われたヨハネ受難曲では、大
学時代の恩師である永井宏氏のタクトのもと質の高い演奏に携わることが出来た。また、
金沢における音楽祭において、著名な指揮者である指揮者ユベール・スターン氏と充実し
たリハーサルならびに本番での演奏が出来たことが挙げられる。
　大学主催公演である、『めいおんオペラティック・コンサート』では、管・弦・打楽器コー
スの協力をいただき、舞踊演劇ミュージカルコースとシェイクスピア原作の舞台作品をオ
ムニバス形式で演奏した。企画構想から携わり自身も出演をしたが、ソリストである木下
美穂子客員准教授、清水華澄客員准教授、伊藤晴非常勤講師といった日本の誇る歌手たち
が学生たちと共演を快諾いただき、貴重かつ大変レベルの高い演奏を繰り広げた。本公演
に際し、大幸財団からも助成を獲得し、学内において、名古屋音楽大学舞台芸術作品研究
会を発足させたと同時に、この研究会を軸に今後も様々な公演、研究の実現を図っていく
所存である。
　またかつて所属していたボローニャ歌劇所引っ越し公演では、終演後に主役を歌ったデ
ジレ・ランカトーレ女史やセルソ・アルベロ氏と科研費採択研究課題について、非常に貴
重な意見の交換をすることが出来た。11月には、パリ、フィレンツェ、ボローニャと今
年度も引き続き海外研修に渡欧した。音楽史上最も重要な歴史ある研究機関であるボロー
ニャ・アカデミア・フィラルモニカでは、モーツァルトの修了免状に関する直筆譜である
とか、ロッシーニ、パイズィエッロのオペラ直筆譜、現在修復・確認中の修了試験解答用
紙などを特別に図書室や書庫に入れてもらい、研究員から丁寧な説明を受けた。ヨーロッ
パにおける楽譜出版社や音楽文献出版社が閉店をしていく中で、パリとフィレンツェの古
書店では、オペラ史に関する1800年代の文献から1900年代初頭のものまで貴重な文献を
入手することが出来た。購入した文献は随時読み進めており、知り得た内容は、主に大学
院における特殊研究の授業や個人レッスンに還元をしている。また、ボローニャ歌劇場で
はオペラ『フィデリオ』を、パリオペラ座では『ドン・カルロ』などを観劇し、ヨーロッ
パにおける最先端のオペラ舞台芸術の舞台を実際に体感することが出来た。
　科研費を伴う研究は、来年度まで持ち越し引き続き継続して行う予定であり、新しい展
開を繰り広げられたらと考えている。
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